





















































 基礎音楽 講義 1 年前期 選択必修
 表現Ⅰ幼児音楽 1 演習 1 年前期 必修 必修
 表現Ⅰ幼児音楽 2 演習 1 年後期 選択必修 必修
 保育内容Ⅴ音楽リズム 1 演習 2 年前期 必修 必修 選択必修 ＊
 保育内容Ⅴ音楽リズム 2 演習 2 年後期 選択必修 必修 選択必修 ＊
 教科教育法 音楽 講義 2 年後期 必修 ＊
（＊は，小学校教諭を基礎とする場合）
　表 1 の科目のうち，ピアノ実技に直接関わる授業は「表現Ⅰ幼児音楽 1」と「表現Ⅰ幼児音楽 2」
である。常勤 1 名と非常勤 1 名により進められており，個人レッスンとグループレッスンが取り入










































　　調査対象　　　本学人間科学部こども発達学科 2 年 1 組，及び 2 組
　　　　　　　　　　回答者 62 名（「保育内容Ⅴ音楽リズム 1」履修者 66 名，4 名欠席）
　　調査時期　　　2011 年 7 月 27 日（2 年 1 組）

























　学生の本学科への入学意思について， 75% 以上が自分の意思であったとの回答を得た（図 1）。また，







































































































34（54.8） 28（45.2） 学校  0（ 0.0）
1年未満 1〜3年未満 3〜5年 それ以上 計 その他  1（ 2.9）








　大学入学後の練習の実態についての設問（5）〜（12）の結果においては，現 2 年生の 1 年次と 2 年次














1 年次 15（24.2） 29（46.8） 12（19.4）  4（ 6.5）  1（ 1.6）  1（ 1.6） 62（100）
経験あり  7（20.6） 21（61.7）  2（ 5.9）  4（11.8）  0（ 0.0）  0（ 0.0） 34（100）
経験なし  8（28.6）  8（28.6） 10（35.6）  0（ 0.0）  1（ 3.6）  1（ 3.6） 28（100）
2 年次  2（ 3.2） 18（29.0） 19（30.6） 15（24.2）  7（11.3）  1（ 1.6） 62（100）
経験あり  1（ 2.9） 12（35.3） 10（29.4）  9（26.5）  2（ 5.9）  0（ 0.0） 34（100）
経験なし  1（ 3.6）  6（21.4）  9（32.1）  6（21.4）  5（17.9）  1（ 3.6） 28（100）
− 88 −
　1 年次について，ピアノの「経験あり」と「経験なし」を合わせて見てみると，全体では 71.0% が
よく練習した・少し練習したと答えている。これを「経験あり」・「経験なし」で見ると，「あり」で
は 82.3% であるのに対し，「なし」では 57.2% と低い。同じく 2 年次について，全体では 32.2% があ
る程度の練習をしており，「あり」では 38.2%，「なし」では 25.0% となっている。これに対して練習
をあまりしなかった・ほとんどしなかった学生は，1 年次から 2 年次へ全体では 8.1% から 35.5%，「あ
り」では 11.8% から 32.4%，「なし」では 3.6% から 39.3% と，高い比率で推移したことが判明した。
　次いで，ピアノ練習の頻度について見ると（表 5），全体では 1 年次が週に 2 〜 3 日，2 年次が週
に 1 度という回答が半数近くあった。週に 1 日以上練習している学生を 1 年次から 2 年次へ比較す




毎日 週に4〜5日 週に2〜3日 週に 1 日 授業時 ほとんどしない その他
1 年次  0（ 0.0） 10（16.1） 27（43.5） 17（27.4）  4（ 6.5）  2（ 3.2）  2（ 3.2） 62（100）
経験あり  0（ 0.0）  5（14.7） 17（50.0） 10（29.4）  2（ 5.9）  0（ 0.0）  0（ 0.0） 34（100）
経験なし  0（ 0.0）  5（17.9） 10（35.7）  7（25.0）  2（ 7.1）  2（ 7.1）  2（ 7.1） 28（100）
2 年次  0（ 0.0）  1（ 1.6） 16（25.8） 25（40.3） 11（17.7）  8（12.9）  1（ 1.6） 62（100）
経験あり  0（ 0.0）  1（ 2.9）  9（26.5） 19（55.9）  3（ 8.8）  2（ 5.9）  0（ 0.0） 34（100）
経験なし  0（ 0.0）  0（ 0.0）  7（25.0）  6（21.4）  8（28.6）  6（21.4）  1（ 3.6） 28（100）
　更に，一日のピアノ練習時間については（表 6），1 時間程度からそれ以上は全体では 1 年次が
43.6%，2 年次が 25.8% という結果であった。「経験あり」・「経験なし」で 2 年間を比較すると，「あ









満 1 時間程度 1 時間以上 無回答
1 年次  2（ 3.2） 0（ 0.0） 19（30.6） 14（22.6） 20（32.3）  7（11.3）  0（ 0.0） 62（100）
経験あり  0（ 0.0）  0（ 0.0） 14（41.2）  8（23.5） 11（32.4）  1（ 2.9）  0（ 0.0） 34（100）
経験なし  2（ 7.1）  0（ 0.0）  5（17.6）  6（21.4）  9（32.1）  6（21.4）  0（ 0.0） 28（100）
2 年次  5（ 8.1）  8（12.9） 16（25.8） 14（ 6.5） 10（16.1）  6（ 9.7）  3（ 4.8） 62（100）
経験あり  0（ 0.0）  7（20.6）  9（26.5） 10（29.4）  5（14.7）  3（ 8.8）  0（ 0.0） 34（100）
経験なし  5（17.6）  1（ 3.6）  7（25.5）  4（14.3）  5（17.6）  3（10.7）  3（10.7） 28（100）
　学生によるピアノ練習量の満足度についての自己評価は，表 7 のような結果になった。不満・やや
不満と答えた学生は，全体では 1 年次に 53.2%，2 年次では 67.6% と増加した。「経験あり」・「経験なし」
で見ると，1 年次から 2 年次へ「あり」では 52.9% から 67.7%，「なし」では 53.6% から 67.8% と，
いずれもわずかな増加が見られる。それに対して満足・やや満足と答えた学生は，全体では 1 年次に
12.9%， 2 年次に 6.4% と減少した。また，「あり」・「なし」で見ても，1 年次から 2 年次へ「あり」で 8.8%
− 89 −
から 5.8%，「なし」で 17.9% から 7.1% と減少している。これは，過去に練習を充分にしていた時の
自分と無意識的に比較をした結果，満足度が低下したものと推察される。
表 7　ピアノ練習量の満足度	 n=62　人（％）
満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答
1 年次  1（ 1.6）  7（11.3） 21（33.8） 19（30.6） 14（22.6）  0（ 0.0） 62（100）
経験あり  0（ 0.0）  3（ 8.8） 13（38.2） 12（35.3）  6（17.6）  0（ 0.0） 34（100）
経験なし  1（ 3.6）  4（14.3）  8（28.6）  7（25.0）  8（28.6）  0（ 0.0） 28（100）
2 年次  1（ 1.6）  3（ 4.8） 14（22.6） 17（27.4） 25（40.3）  2（ 3.2） 62（100）
経験あり  1（ 2.9）  1（ 2.9）  9（26.5） 11（32.4） 12（35.3）  0（ 0.0） 34（100）

































その他  5（ 8.1）











③ 課題が出された 15（44.1） 8（28.6）23（37.1）
④ 誰かに褒められた  5（14.7） 4（14.3） 9（14.5）
⑤ ピアノを弾く役割等を持った 15（44.1） 2（ 7.1）17（27.4）
⑥ 上達したのを自覚 10（29.4）18（64.3）28（45.2）
⑦ ピアノ技術に自信 11（32.4）10（35.7）21（33.9）









① 音楽が嫌い  0（ 0.0） 0（ 0.0） 0（ 0.0）
② ピアノが嫌い  0（ 0.0） 2（ 7.1） 2（ 3.2）
③ 楽譜が読めない  4（11.8）10（35.7）14（22.6）
④ 指使いがわからない  3（ 8.8）13（46.4）16（25.8）
⑤ 音楽に関して失敗体験  1（ 2.9） 1（ 3.6） 2（ 3.2）
⑥ 必要性を感じない  0（ 0.0） 0（ 0.0） 0（ 0.0）
⑦ 人と比べてしまう  6（17.6） 5（17.9）11（17.7）
⑧ できない ( わからない ) ものから逃避  7（20.6） 8（28.6）15（24.2）
⑨ 自信がない  4（11.8）10（35.7）14（22.6）
⑩ 練習環境が整っていない  4（11.8） 2（ 7.1） 6（ 9.7）
⑪ 時間がない 20（58.8）20（71.4）40（64.5）
⑫ 全てに気が進まない  8（23.5） 4（14.3）12（19.4）

















































③ 進路が定まった  7（20.6） 5（17.9）12（19.4）
④ 楽譜が読める  7（20.6）10（35.7）17（27.4）
⑤ 指使いが考えられる  1（ 2.9）10（35.7）11（17.7）
⑥ 成功体験をする  9（26.5）10（35.7）19（30.6）
⑦ 理解を深める努力  9（26.5） 9（32.1）18（29.0）
⑧ 授業毎の練習課題  7（20.6） 5（17.9）12（19.4）
⑨ 実技テスト 13（38.2） 8（28.6）21（33.9）
⑩ ピアノレッスン形態の授業 11（32.4） 9（32.1）20（32.3）
⑪ 誰かと一緒に練習 10（29.4）10（35.7）20（32.3）
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保育内容Ⅴ 音楽リズム１ ピアノ実技に関する調査        2011.07 
＊ 今後の私の授業研究の参考にさせて頂くためのアンケートです。成績には全く関係ありません ＊ 
 
２年   組 学籍番号 氏 名 
 
（１）本学科に入学したのは、あなた自身の意思でしたか？ 
 ①自分の意思であった ②自分の意志ではなかった ③その他  
 
（２）あなたが入学時に取得を目指していた免許は？（複数回答可） 
 ①保育士 ②幼稚園教諭 ③小学校教諭 ④特別支援学校教諭 ⑤決めていなかった ⑥その他 
 
（３）あなたが現在、取得を目指している免許は？（複数回答可） 
               ①～④とお答えの方は、以下の設問へ 
 ①保育士             ➊その職業について、ピアノ実技は必要ですか？ 
 ②幼稚園教諭             ①必要 ②必要ない ③わからない･知らない ④その他 
 ③小学校教諭           ➋なぜピアノ実技が必要だと考えましたか？（複数回答可） 
 ④特別支援学校教諭          ①就職試験で必要である 
 ⑤決めていない･迷っている       ②職場(現場)で必要である 
 ⑥その他               ③子どもたちの学習に音楽を活用したい 
                    ④ピアノ(音楽)に関して興味を持っている 





               ①とお答えの方は、以下の設問へ 
 ①ある              ➊それは、どのくらいの期間ですか？ 
 ②ない                ①１年未満 ②１～３年未満 ③３～５年 ④それ以上 
                  ➋どこで習っていましたか？（複数回答可） 
                    ①ピアノの個人レッスン ②音楽教室 ③学校 
                    ④その他（                        ） 
 
（５）大学１年生の時、あなたはピアノの練習をどの程度しましたか？ 
 ①よく練習した ②少し練習した ③したりしなかったりであった ④あまり練習していない 





 ①毎日 ②週に４～５日 ③週に２～３日 ④週に１日 ⑤授業時のみ ⑥ほとんどしなかった ⑦その他 
 
（７）（６）について、一日の練習時間はおよそどのくらいでしたか？ 
 ①10分未満 ②10～20分未満 ③20～30分未満 ④30～45分未満 ⑤１時間程度 ⑥1時間以上 
 
（８）（５）～（７）について、ご自身の練習量については満足していますか？ 
 ①満足している ②やや満足している ③どちらでもない ④やや不満である ⑤不満である 
 
（９）大学２年生の時、あなたはピアノの練習をどの程度しましたか？ 
 ①よく練習した ②少し練習した ③したりしなかったりであった ④あまり練習していない 
 ⑤ほとんど練習しなかった ⑥その他 
 
（10）（９）について、練習の頻度はおよそどのくらいでしたか？ 
 ①毎日 ②週に４～５日 ③週に２～３日 ④週に１日 ⑤授業時のみ ⑥ほとんどしなかった ⑦その他 
 
（11）（10）について、一日の練習時間はおよそどのくらいでしたか？ 
 ①10分未満 ②10～20分未満 ③20～30分未満 ④30～45分未満 ⑤１時間程度 ⑥1時間以上 
 
（12）（９）～（11）について、ご自身の練習量については満足していますか？ 
 ①満足している ②やや満足している ③どちらでもない ④やや不満である ⑤不満である 
 
（13）（12）の結果、ピアノ実技の到達度については、どのように感じていますか？ 
 ①ずい分上達した ②少し上達した ③あまり上達していない ④昨年より下手になった 
 ⑤その他（                                           ） 
 
（14）あなたがピアノの練習をしたい気持ちになるのは、どのような時ですか？（複数回答可） 
 ①自分の好きな曲をマスターしたいと思った時 ②自分の好きな曲が課題の時 
 ③自分の好き嫌いに関わらず、課題が出された時 ④誰かに褒められた時 
 ⑤授業以外でピアノを弾く役割等を持った時 ⑥前より上達したのを自覚した時 
 ⑦ピアノの技術に自信がついてきた時 
 ⑧その他（                                           ） 
 
（15）ピアノの練習をしたくない時の理由として近いものを選んでください。（複数回答可） 
 ①音楽が嫌い ②ピアノが嫌い ③楽譜が読めない ④指使いがわからない ⑤音楽に関して失敗体験がある 
 ⑥ピアノに必要性を感じない ⑦人と自分を比べてしまう ⑧できない(わからない)ものからは逃げ出したい 
 ⑨自信がない ⑩練習環境が整っていない ⑪時間がない ⑫ピアノに限らず、何となく全てに気が進まない 
 ⑬その他（                                           ） 
− 95 −
（16）どのようにしたら、今よりピアノと向き合えるようになると思いますか？（複数回答可） 
 ①自分のピアノに対する意識の向上 ②保育、あるいは初等教育の専門家になるのだという目標の再確認 
 ③進路がしっかり定まった時 ④楽譜が読めるようになった時 ⑤指使いが自分で考えられるようになった時 
 ⑥やればできるんだという成功体験をする ⑦わからないことを調べたり聞くなど理解を深める努力をする 
 ⑧授業毎に練習課題を出してもらう ⑨実技のテストがある ⑩授業がピアノレッスンの形態である 
 ⑪誰かと一緒に練習する  
 ⑫その他（                                           ） 
 
（17）（16）が改善されたら、あなたは練習すると思いますか？ 
 ①よく練習する ②少し練習する ③たまに練習する ④練習しない 












Needs of Learning Support in Piano Instruction : a Survey of Prospective 
Nursery School and Elementary School Teachers
ONO Yoshie
Abstract: The institutions that have programs for prospective nursery school and elementary school teachers 
have conventionally provided their students with piano training as a primary means of helping them improve 
their music skills as required in their prospective workplaces.  The piano training at these institutions, however, 
has various problems that have yet to be solved.  To better understand what kind of piano instruction is actually 
provided for students at these institutions and how the students feel about it, a survey was conducted among 66 
students learning nursery school and elementary school education at the author’s university.  The results showed 
that students are failing to learn the piano because they have trouble setting aside practice time, learning to 
read music, and finding effective ways to use their fingers properly.  It is necessary for instructors to help their 
students avoid failure and feel easy about playing the piano by helping them consider piano playing as a kind 
of ‘play’.  The survey results suggest that whether they are experienced piano players or novices, all students 
should be provided with support that not only addresses their technical needs but also their emotional needs in 
piano learning.
